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研究成果の概要（和文）： 
1p19q染色体ヘテロ接合性の消失を伴う乏突起神経膠腫は、伴わないものよりも治療反応性
や予後が良いことが知られている。しかしながら、その分子細胞学的機構や、良好な治療反応

性の機序は未だ解明されていない。我々は以前の研究からMyelin transcription factor 1-like 
(MYT1L)という転写因子に注目した。RT-PCRを行ったところ、MYT1Lが染色体異常を伴う
乏突起神経膠腫に高発現していることを確認した。乏突起神経膠腫に特有の染色体異常と

MYT1Lの発現が相関しており、その診断的意義の有用性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Oligodendrogliomas with 1p19q loss of heterozygosity respond well to chemotherapy 
compared with those without. However, the molecular mechanisms associated with this 
chromosomal abnormality are not well known. Based on the results of our previous study, 
we have targeted a transcriptional factor, myelin transcription factor 1-like (MYT1L). We 
have performed RT-PCR. Expression level of MYT1L was higher in oligodendrogliomas 
with 1p19q loss of heterozygosity. These results suggested that the expression of MYT1L is 
associated with chromosomal change in oligodendrogliomas and possibly useful as 
diagnostic tool of these tumors. 
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１．研究開始当初の背景 

乏突起神経膠腫は最も多い原発性脳腫瘍で

ある神経膠腫のうち 5-6％を占め、罹患率は

10万人あたり 0.27-0.35である。乏突起神経

膠腫の多く(50-80%)に 1p19q LOHが認めら

れ、この染色体異常を伴う乏突起神経膠腫は、

伴わないものよりも治療反応性や予後が良

いことが知られるようになったため、形態学

のみでの診断が困難な神経膠腫の補助診断

法としても、染色体異常の検査が応用される

ようになっている。このように乏突起神経膠

腫では、転座・欠失といった染色体レベルの

異常に対する知見が深まりつつあるが、これ

によってもたらされる発癌までの遺伝子・分

子細胞学的機構の詳細や、良好な治療反応性

をもたらす機序がわかっていなかった。 

 
２．研究の目的 
1p19qLOH の染色体異常を伴う乏突起神経

膠腫の性質や前駆細胞を考える上で、この腫

瘍に特徴的な遺伝子発現、ここでは神経細胞

特異的な遺伝子群の高発現をさらに探求す

ることが糸口になるのではないかと考えた。

その中でも特に、神経細胞関連の遺伝子群の

転写にかかわり、さらにその分化増殖に関与

している可能性のある転写因子である

MYT1L に着目した。この分子の発現と染色

体転座による遺伝子異常との関連、MYT1L

のこれら神経前駆細胞の増殖や分化に与え

る影響を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
腫瘍検体におけるMYT1Lの発現を RT-PCR

で検討した。さらに、MYT1L のペプチド抗

体を作成すると同時に、強制発現によるタン

パク質も抗原として用いポリクローナル抗

体を作成し、MYT1L を特異的に認識する抗

体を選択した。それらの結果を、乏突起神経

膠腫のうち、染色体異常のあるものとないも

ので照合した。また他の種類の神経膠腫にお

いても検討した。 

 

４．研究成果 

RT-PCRを当院の腫瘍検体に対し、網羅的に

行ったところ、mRNA レヴェルにおいて、

MYT1L が染色体異常を伴う乏突起神経膠腫

に高発現しており、染色体異常を伴わない乏

突起神経膠腫やその他の神経膠腫で発現が

少ないことを確認した。乏突起神経膠腫に特

有の染色体異常とMYT1Lの発現が相関して

おり、その診断的意義の有用性が示唆された。

抗体の染色性に関しては、免疫組織染色の条

件を確立し得ず、今後の課題である。 
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